	PMR　実務経歴書
	＊受付欄
	＊再受付欄
	＊受付番号

	
	
	
	（この欄は記入しないで下さい。）



	受験番号
	フリガナ
	
	指導PMR資格者（任意）

	（この欄は記入しないで下さい。）

	氏　　名
	
	

	フリガナ
	
	自宅電話番号

	自宅住所
	〒

	

	※該当欄にご記入ください。
	PMQ登録者
	PMQ資格試験合格年月
	PMQ資格認定番号

	
	
	　　　年　　　月
	

	
	PMQ未取得者
	PMQ資格試験受験予定日
	　　　年　　月　　日

	最終学歴
・専攻学科
	

	現在の専門職務
	

	過去の職務歴
（主要なものを３つご記入下さい。）
	1.


	
	2.


	
	3.


	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動歴
	　　　　　　　　　　　　　　　年

	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ領域

（これまでの貴方の担当ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに該当するものの□を■にしてください。）　　　
	□ｿﾌﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ業　　
	□電機業（通信業を含む）　　　　　　　　
	□専業ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ業　　　　　　　　　　　

	
	□建設業(1)
	□機械工業
	□サービス業(2)

	
	□官公庁
	□製造業
	□金融・保険業

	
	　(注)　(1)専業ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ業を除く　　(2)ｿﾌﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ業を除く

	【実務経歴記入欄（次頁）】
1.経験プログラム・プロジェクト3件を記入ください。
2.機密事項については、その旨を示していただき、無理に記入しなくても構いません。

3.選択項目は□を■にしてください。

4.概要欄は、以下の項番を示して１８０字程度で記入ください。（全項番を網羅する必要はありません）

①目的、達成目標や特色　　　　②Pg･Pj で果たした貴方の役割　　　　　　③計画と実績の結果、　

④Pg･Pj の戦略的位置づけ　　　⑤Pg･Pj 遂行に当っての障害と解決策　　　⑥組織運営上の留意点、

⑦コミュニケーション上での苦労点　　　⑧リーダシップの発揮　

⑨価値創造の観点からどのような成果を生み出したか　　　⑩ その他



	経験プログラム・プロジェクト名称

Ａ
	名称：

顧客名：（　　　　　　　　　　　　　　　）

	従事期間と金額規模
	開始(  　　年　月)～終了　(  　　年　月)金額　(　　　百万円)

	あなたの職位と部下の人数
	□マネジャー(リーダ)　　　□補佐　　　□メンバ

部下人数　□10人以下　　　□11～30人　　□31人～

	プログラム・プロジェクトのタイプ
	□スキームモデル　　　□システムモデル　　　□サービスモデル

	創造した価値
（施主又はｺﾝﾄﾗｸﾀｰの視点で）
	□資産価値  □イノベーション価値　□調和価値　□知的資産価値

	プログラム・プロジェクトの特長
	□複雑なPg･Pj，難度の高いPg･Pj
□新規性・創造性のあるPg･Pj　□企業貢献度の高いPg･Pj
□社会的影響度の高いPg･Pj 　□大規模なPg･Pjを遂行した。
□グローバルPg･Pj　□その他顕著な実績効果を伴うPg･Pj

	概要



	経験プログラム・プロジェクト名称

Ｂ
	名称：

顧客名：（　　　　　　　　　　　　　　　）

	従事期間と金額規模
	開始(  　　年　月)～終了　(  　　年　月)金額　(　　　百万円)

	あなたの職位と部下の人数
	□マネジャー(リーダ)　　　□補佐　　　□メンバ

部下人数　□10人以下　　　□11～30人　　□31人～

	プログラム・プロジェクトのタイプ
	□スキームモデル　　　□システムモデル　　　□サービスモデル

	創造した価値
（施主又はｺﾝﾄﾗｸﾀｰの視点で）
	□資産価値  □イノベーション価値　□調和価値　□知的資産価値

	プログラム・プロジェクトの特長
	□複雑なPg･Pj，難度の高いPg･Pj
□新規性・創造性のあるPg･Pj　□企業貢献度の高いPg･Pj
□社会的影響度の高いPg･Pj 　□大規模なPg･Pjを遂行した。
□グローバルPg･Pj　□その他顕著な実績効果を伴うPg･Pj

	概要



	経験プログラム・プロジェクト名称

Ｃ
	名称：

顧客名：（　　　　　　　　　　　　　　　）

	従事期間と金額規模
	開始(  　　年　月)～終了　(  　　年　月)金額　(　　　百万円)

	あなたの職位と部下の人数
	□マネジャー(リーダ)　　　□補佐　　　□メンバ

部下人数　□10人以下　　　□11～30人　　□31人～

	プログラム・プロジェクトのタイプ
	□スキームモデル　　　□システムモデル　　　□サービスモデル

	創造した価値
（施主又はｺﾝﾄﾗｸﾀｰの視点で）
	□資産価値  □イノベーション価値　□調和価値　□知的資産価値

	プログラム・プロジェクトの特長
	□複雑なPg･Pj，難度の高いPg･Pj
□新規性・創造性のあるPg･Pj　□企業貢献度の高いPg･Pj
□社会的影響度の高いPg･Pj 　□大規模なPg･Pjを遂行した。
□グローバルPg･Pj　□その他顕著な実績効果を伴うPg･Pj

	概要



